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本日お伝えしたいこと

１. 現状の点呼制度
２. 自動点呼の最新状況
３. 点呼＋でできること
４. DX推進の成功事例
５. 補足・参考資料



Copyright © 2024 NAV ASSIST

1.現状の点呼制度について
・遠隔点呼 
・自動点呼
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１. 現状の点呼制度について

ＩＴ点呼（従前の取扱い） 遠隔点呼 自動点呼

詳細 Gマークあり Gマーク同等 新制度 新制度

条件
Gマーク
（点呼実施、
被点呼側双方に必要）

優良事業所
・開設３年経過
・３年間無事故（報告規則２条該当事故）
・３年間無違反（警告以上の違反）
・巡回指導「D,E」以外、点呼項目「適」
（指摘受けても３ヶ月以内に改善できれば可）

一定要件の機器、施設環境
一定の運用遵守事項
・生体認証での個人識別
・情報共有の確実性
（指導監督記録、運転者台帳、労働時間等）
・高度な点呼機器、システム

認定機器使用
一定要件の施設環境
一定の運用遵守事項
生体認証での個人識別
（ALC測定直前か測定中も必要）

点呼時間
24H可能

営業所とその車庫間
営業所の車庫と当該営業所の他の車庫間

営業所と当該営業所の車庫間
当該営業所の車庫と当該営業所の他の車庫間
営業所と他の営業所間
営業所と他の営業所の車庫間
営業所の車庫と他の営業所の車庫間
営業所とグループ企業の営業所間
営業所とグループ企業の営業所の車庫間
営業所の車庫とグループ企業の営業所の車庫間
※グループ企業とは
100％株式保有による支配関係にある親会社と
子会社または100％子会社同士

営業所
車庫

※条件付き
事故やアルコール検知された場合など
非常時は営業所で認められた点呼に
切替て対応。
責任は事業者・運行管理者が負う

点呼時間
連続16H迄

営業所と他の営業所間
営業所と他の営業所の車庫間 - -

結果の扱い 対面点呼と同等（管理者・補助者のカウントは点呼実施者の属性に依存） 対面点呼と同等（管理者）

実施条件 実施予定の10日前までに運輸支局長等に報告書の提出 実施予定の10日前までに運輸支局長等に届出書を提出

方法 疑似対面（業務前・業務後） 疑似対面（業務前・業務後） 自動（業務後）

4
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１. 現状の点呼制度について

営業所 車庫

遠隔点呼

ビデオ通話

IT点呼同様にビデオ通話にて点呼実施。

5

通常時
非常時

自動点呼 ロボットまたはPCで点呼を実施。

業務後：実施中
業務前：先行実施中！
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２. 自動点呼の最新状況
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２. 業務前自動点呼【先行実施】

出展：国土交通省

業務前自動点呼【先行実施】

遵守状況を確認した上で
先行実施が可能となる
見込み

運行管理高度化WG
へ申請【先行実施】

運行管理高度化WG
へ報告なども必要
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２. 業務前自動点呼【先行実施】

出展：国土交通省

■国土交通省 運行管理高度化検討会のサイト

（文末に遠隔点呼、業務後自動点呼の実施に関する情報が記載されております）

https://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha_tk2_000082.html

① 事業者が実施希望日までに添付書類を提出先まで提出

② 必要に応じ、提出先の内容確認のために国土交通省又は国土交通省委託事業
 事務局が現地調査を実施

③ 運行管理高度化ワーキングにおいて実施可否の判断

④ 国土交通省又は国土交通省委託事業事務局から事業者に判断結果を通知

⑤ 「可」の通知を事業者が受領後、事業者が業務前自動点呼を開始

業務前自動点呼を行うための流れ

https://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha_tk2_000082.html
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２. 業務前自動点呼【先行実施】

出展：国土交通省

①運用として 点呼の予定・実績管理をする必要 があります。
（日々点呼予定のデータを作成・点呼＋にアップロードする事が必要となる）

②実施する前に 10日間のバイタルデータ（血圧・体温）を取得 する必要があります。

③運用開始してから 1ヶ月間は運行管理者の立会い が必要となります。

④受付期間が 2024年12月31日 までとなります。

⑤国交省へ定期的な報告事項がございます。

⑥先行実施における、現地調査がある可能性がございます。

健太郎HBP-9030

非接触赤外線体温計

業務前自動点呼：先行実施の留意点
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２. 業務前自動点呼【先行実施】

出展：国土交通省

①点呼＋デスクトップ版     → 2024年10月中旬対応予定

②点呼＋ロボット版unibo → 2024年11月中旬～下旬対応予定

③点呼＋ロボット版Kebbi → 2024年11月下旬以降対応予定

済

業務前自動点呼：先行実施に向けた点呼＋の対応状況
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３. 点呼＋でできること
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３. 点呼＋でできること～DX推進マップ

12
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点呼＋
E-learningシステム
・指導実績点呼

・点呼実績
・酒気帯び検出
・業務連絡
・血圧/体温
・表情情報
・社員マスタ
・車輌マスタ

デジタコ
・運転違反
・運転評価
・日報情報
・位置情報
・作業時間情報

適性診断
ドラレコ

映像分析結果

体調情報
・体調分析
・脈拍
・呼吸
・自律神経など

乗務員時計※点呼＋OP

・拘束時間
・労務違反情報
・残業時間

安全指導※点呼＋OP

・指導計画
・指導実績
・指導コンテンツ

健康診断

運行管理者が行うべき業務がすぐわかるダッシュボード、業務のお知らせ通知、各種台帳の管理機能を備え、多岐に渡る運行管理業務を支援。
他社サービスとのデータ連携を行い分析することで運行管理者が今行うべき業務が何かをあらゆるデータに基づいて表示/通知が可能。

※現時点では、一部の機能のみのご提供となります。

３. 点呼＋でできること～拡張性

運管ナビ ※運管ナビは『点呼＋』とは別サービス。
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本システムで参照可能な運転者台帳レイアウト(以下参照)。（現状Excel形式にてWebサイト上からダウンロード可能）
ログイン時に「管理者としてログイン」した場合に参照可能。 ※管理者ログインのためには 二段階認証（メールを使用した認証）が必要。

1/2 2/2

３. 点呼＋でできること～拡張性

運管ナビ 台帳機能
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３. 点呼＋でできること～拡張性
安全指導機能(指導・監督指針) オプション(有償サービス) 東京海上ディーアール社との

共同開発
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３. 点呼＋でできること～安全指導支援

16



Copyright © 2024 NAV ASSIST 17

３. 点呼＋でできること～拡張性

富士通製デジタコ 「ITP-WebserviceV3」 との連携

運転評価を確認可能。点数とグラフで確認することができる。

デジタコ連携 (有償サービス) ※ Kebbi版は2024年度中にリリース予定

違反情報や、運転日報、安全日報を閲覧可能



Copyright © 2024 NAV ASSIST 18

３. 点呼＋でできること

点呼＋プラットフォーム

ロボット版 Kebbi デスクトップ版 モバイル版

対面、IT、遠隔、自動、出先での点呼 … 全て の 点呼データ を 一元管理！
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３. 点呼＋でできること～業務前点呼

19

２. 点呼＋でできること～業務前点呼

19

点呼＋RB版 Kebbi
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３. 点呼＋でできること～業務前点呼

20

２. 点呼＋でできること～業務前点呼

20

点呼＋DT版
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４. DX推進の成功事例
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４. DX推進の導入事例

・業種：一般貨物自動車運送事業

・所在地：関西エリア

・売上：約170億

・従業員数：約1,100名

・拠点数：約30拠点

・機器構成：点呼＋ロボット版Kebbi

血圧計・体温計連携

※全拠点に導入済み

A株式会社 様

血圧計

ロボット点呼(kebbi） 被点呼用カメラ
顔認証

IC免許証リーダー(Bluetooth
アルコール検知器(Bluetooth)

体温計

導入時から、点呼の全自動化を視野
に、運用開始。一部拠点ではIT点呼
も運用

22
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４. DX推進の成功事例～インタビュー

23
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４. DX推進の成功事例

点呼業務の改革施策【定量効果】

A拠点：32名 ①点呼＋未使用時 ②点呼＋使用時

運行管理者各1名 ※業務後自動点呼

・業務前/人/点呼 10 分 5 分

・業務後/人/点呼 5 分 2 分

・合計 15 分 7 分

・総合計 480 分 224 分

・点呼削減時間(見込み/日) ▲256 分

・点呼削減時間(見込み/月) ▲5,632 分

自
動
点
呼

業務前点呼が5分、業務後点呼が3分の時間短縮が出来た

1日を10時間稼働、出勤日を22日稼働、時給1,920円(￥32/分)換算と設定

削減効果：8,192円/日 180,224円/月 の人件費削減

24
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４. DX推進の成功事例

点呼業務の改革施策【定性効果】

◼運行管理者の負担軽減
運行管理者は、配車業務や管理業務を兼務しているため、最低限の点呼確認項目をロボットが行う事により負担軽減が図られた。
導入営業所は、深夜早朝の出庫帰庫もあるため効果は大きい。

◼点呼業務の標準化、統一化
２４時間終日点呼があるため、運行管理者、補助者が行う際に点呼方法や指導にも個人差があったが、義務業務については全てが
ロボット点呼により標準化、統一化され、実施時の画像やデータも確実に記録されるようになり品質向上に繋がっている。

◼運行管理者とドライバーのコミュニケーションの向上
コロナ感染症対策も含め、ロボットが行う確認事項を全て終え、人手でしかできないコミュニケーションが取れるようになったため、
コミュニケーションの質の向上が図られている。

◼ドライバーの点呼待ち解消
朝の集中時期には、点呼者が電話対応などで、ドライバーの点呼待ちが発生していたが、ロボットが必要な確認を次々に行ってくれるので
点呼待ちが解消された。

◼ドライバー個別の業務連絡事項の確実な伝達
個人別に業務連絡事項の設定ができるため、伝えるべき内容をあらかじめデータ入力しておくことで、確実にドライバーに伝達できるようになった。

25
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１拠点・１台 エントリー スタンダード プロフェッショナル 備考

１ 点呼＋ 2025年1月：行政処分が厳しくなります！

・対面 ✓ ✓ ✓

・自動 ✓ ✓ ✓ 業務前対応中

・遠隔/IT ✓ ✓ ✓ 執行者側に別途システムが必要

2 安全指導 ✓ ✓
2025年1月：行政処分が厳しくなります！

指導監督指針に基づいたカリキュラム管理、指導計画表作成、
進捗管理、指導記録教材によるサポート

３ 運管ナビ ✓
運行管理者支援システム

ダッシュボード機能、乗務員台帳機能、各種システム連携機能

4 初期費用(DT版) 285,900円※ 285,900円※ 285,900円※ アルコールチェッカー、免許証リーダ、タッチパネル、導入支援

5 月額費用(DT版) 15,000円※ 35,000円※ 50,000円※ システムサポート、アップデート含む

6 初期費用(RB版) 248,300円※ 248,300円※ 248,300円※ アルコールチェッカー、免許証リーダ、導入支援

7 月額費用(RB版) 39,000円※ 59,000円※ 74,000円※ システムサポート、アップデート含む

まとめ. 点呼＋ ラインナップ

※価格は全て税別です。 また初期費用や月額費用に関しては、導入拠点や構成内容によって変動します。おすすめ



Copyright © 2024 NAV ASSIST 27

１拠点・１台 運用（乗務員:32名） エントリー スタンダード プロフェッショナル

１ デスクトップ版の投資対効果

・月額利用料 15,000円※ 35,000円※ 50,000円※

・削減効果（根拠:P24参照） 180,224円※ 180,224円※ 180,224円※

・恩恵 165,224円※ 145,224円※ 130,224円※

２ ロボット版の投資対効果

・月額利用料 39,000円※ 59,000円※ 74,000円※

・削減効果（根拠:P24参照） 180,224円※ 180,224円※ 180,224円※

・恩恵 141,224円※ 121,224円※ 106,224円※

まとめ. 投資対効果（月額）

※価格は全て税別です。 また初期費用や月額費用に関しては、導入拠点や構成内容によって変動します。

おすすめ
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おわりに

点呼＋、自動点呼に関するお問合せ

株式会社ナブアシスト
ロジスティクス事業部 営業部 DX営業課

TEL:027-372-3452
メールアドレス：logistics-dx@nav-assist.co.jp
HP: https://www.navassist.co.jp/products/unyu/tenko_plus/

tel:027-372-3452
mailto:logistics-dx@nav-assist.co.jp
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補足・参考資料

・会社案内
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